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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
厚
生
労
働
省
の

改
ざ
ん
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
国
民
所
得

を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
躍
起
に
な
っ
た
現
れ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
現
に
最
低
賃
金
を
上
げ
れ
ば
、

自
動
的
に
平
均
所
得
は
上
昇
し

ま
す
の
で
政
策
は
間
違
え
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
が
あ
ま
り
に

も
長
い
期
間
の
不
況
状
態
が
世

間
に
染
み
付
き
、
急
な
舵
取
り

が
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
が
原
因

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
東
京
に
お
い
て
は
、
今
年
の

10
月
に
最
低
賃
金
1
、
０
０
０
円

の
大
台
に
乗
る
こ
と
は
確
実
と

思
わ
れ
ま
す
。

我
々
の
糧
で
あ
る
「
加
工
賃
」

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
組
合
事
業
に
多
大

な
る
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と

は
1
時
間
に
1
、
０
０
０
円
以
上

に
値
す
る
の
か
か
な
り
の
疑
問

を
感
じ
ま
す
。

　
例
え
1
、
０
０
０
円
に
値
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
生
産

性
が
な
け
れ
ば
会
社
経
営
と
し

て
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
健
全
な
経
営
体
系
を
構
築
す

る
た
め
に
も
、
私
た
ち
の
ア
パ

レ
ル
に
対
し
て
の
理
論
的
な
交

渉
力
の
強
化
や
新
た
な
仕
組
み

の
模
索
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
理
論
的
な
交
渉
力
に
関
し
て
は
、

昨
年
我
々
の
上
部
団
体
で
あ
る
日

本
ア
パ
レ
ル
ソ
ー
イ
ン
グ
工
業
組
合

連
合
会
（
以
下
ア
パ
工
連
）
が
作

製
し
た
「A

C
C
T

シ
ス
テ
ム
（
ア

パ
レ
ル
　
コ
ス
ト
　
カ
リ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
　
シ
ス
テ
ム
）（
以
下
ア
ク
ト
）」

の
活
用
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
ア
ク
ト
の
作
製
目
的
は
、
縫

製
工
場
の
健
全
な
経
営
を
行
う

た
め
に
は
「
加
工
賃
」
を
理
論

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
大
政
奉
還
に
よ
り
、
徳
川
の
時

代
か
ら
明
治
へ
、
そ
し
て
大
正
、

昭
和
、
平
成
と
日
本
は
百
五
十
年

に
亘
り
、
近
代
化
へ
ひ
た
走
っ
て

参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
は
正

に
我
々
が
携
わ
っ
て
い
る
洋
服

の
歴
史
で
も
あ
ろ
う
か
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合
は
そ
の

半
分
近
い
七
十
年
の
歩
み
を
刻

ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は

良
い
時
代
も
有
っ
た
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
近
年
は
厳

し
い
状
況
が
続
き
各
社
苦
戦
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
そ
の
要
因
の
お
お
く
外

的
な
物
で
は
有
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
事
を
嘆
い
て
い
て
も
先
に
進

め
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
も
持
続

可
能
な
企
業
を
各
社
が
模
索
し

活
路
を
開
拓
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
年
五
月
に
は
、
新
し
い
元
号

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
ん
な
時

代
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
様
、

そ
し
て
先
輩
達
が
築
き
上
げ
て

き
た
業
界
を
再
度
盛
り
上
げ
る

為
に
も
、
組
合
は
出
来
る
限
り
の

知
恵
を
絞
っ
て
、
今
年
も
活
動
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
目
標
を
目
指
す
為
、
組

合
の
在
り
方
も
時
代
に
フ
ィ
ッ
ト

さ
せ
る
様
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
三
十
一
年
が
各
企
業
の

ご
発
展
と
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ

て
よ
り
良
い
一
年
に
な
り
ま
す
様

に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

  

東
京
婦
人
子
供
服
縫
製
工
業
組
合

　
　
　
　平
成
三
十
一
年
新
年
会

　式
次
第

　
　
　
　
　
　
日
　
時
　
平
成
三
十
一
年
一
月
十
八
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
会
　
場
　
東
天
紅
　
ル
ナ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
　
会
　
常
務
理
事
　
吉
　
田
　
　
　
浩

一
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　
吉
　
田
　
　
　
浩

一
、
理
事
長
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
大
　
庭
　
　
　
茂

一
、
ご
来
賓
ご
祝
辞

　
　
本
組
合
賛
助
会
　
巣
鴨
信
用
金
庫
　
専
務
理
事
　
吉
　
川
　
清
　
春
　
様

　
　
東
京
洋
装
協
同
組
合
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
川
　
村
　
行
　
雄
　
様

　
　
東
京
ア
パ
レ
ル
ソ
ー
イ
ン
グ
工
業
組
合
　
理
事
長
　
長
谷
川
　
政
　
和
　
様

　
　
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
　
事
務
局
次
長
　
小
野
塚
　
一
　
彦
　
様

　
　
ご
来
賓
の
ご
紹
介

一
、
乾
杯
　
服
装
健
康
保
険
組
合
　
　
　
　
　
理
事
長
　
辻
　
庸
　
介
　
様

一
、
祝
宴

一
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　
渡
　
邊
　
和
　
博

　
東
婦
組
合
新
年
会
は
、
一
月

十
八
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り
上

野
不
忍
湖
畔
の
東
天
紅
・
ル
ナ

ホ
ー
ル
に
て
来
賓
・
組
合
員

四
十
五
名
の
参
加
で
和
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
次
第
は
以
下
の
通
り
で
す
。

的
に
計
算
す
る
必
要
性
を
必
須
と

し
な
け
れ
ば
、
現
状
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
の
考
え
か
ら
作

成
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
適
正
な
「
加
工
賃
」
を
簡
単
な

操
作
に
よ
っ
て
導
き
出
す
こ
と
が

出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
の
援
助
を
得

る
た
め
の
面
接
や
書
類
作
成
、
根

幹
で
あ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

す
る
た
め
の
基
本
デ
ー
タ
の
作
成

な
ど
岩
崎
会
長
他
ア
パ
工
連
の
理

事
面
々
が
全
く
の
手
弁
当
に
て
携

わ
り
完
成
ま
で
至
り
ま
し
た
。

　
是
非
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ

き
、
業
界
全
体
の
懐
刀
と
な
れ
ば

と
強
く
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　「
ア
パ
工
連
」
と
検
索
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
趣
旨
や
内
容
を
確
認

す
る
事
が
出
来
ま
す
。

ま
た
私
も
作
製
に
深
く
携
わ
り
ま

し
た
の
で
個
別
に
ご
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

写真：松本城　大庭　茂
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今
日
も
天
気
が
良
さ
そ
う
だ
、

「
山
陰
・
山
陽
の
旅
」
の
二
日
目
、

ス
タ
ー
ト
だ
。

　
田
舎
道
を
三
、四
十
分
、
吾
ら

の
団
体
バ
ス
は
次
の
見
学
地
で

あ
る
「
足
立
美
術
館
」
に
到
着
し

た
。
す
で
に
駐
車
場
は
大
型
バ
ス

や
一
般
の
車
が
沢
山
い
た
。

　
テ
レ
ビ
や
雑
誌
等
で
下
知
識

は
あ
っ
た
が
、
こ
の
目
で
確
か
め

た
い
と
思
っ
て
い
た
憧
れ
の
美

術
館
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
日
本
庭
園

専
門
誌
「
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ 

ｏ

ｆ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ 

Ｇ
ａ
ｒ

ｄ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
」
で
十
六
年
連
続

庭
園
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
一
に
選

ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
高
い
評
価
を
得

た
背
景
に
は
、
毎
朝
開
館
前
に
全

職
員
が
一
時
間
か
け
て
掃
除
を

す
る
な
ど
、
広
大
な
庭
園
の
細
部

ま
で
維
持
管
理
が
行
き
届
い
て

い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
日
本
庭
園
の
有
り
様
は
詳
し

く
知
り
ま
せ
ん
が
、「
枯
山
水
庭

園
」
や
そ
の
他
六
つ
ほ
ど
の
様
式

の
美
し
い
庭
園
が
あ
る
そ
う
で

す
。
四
季
折
々
の
美
し
さ
写
真
で

し
か
知
る
由
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

機
会
が
あ
れ
ば
体
験
し
た
い
も

の
で
す
。

　
足
も
疲
れ
た
の
で
、
館
内
の
喫

茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
と
し

　「
山
陰
・
山
陽
の
旅
」

　
ホ
テ
ル
の
窓
の
カ
ー
テ
ン
を
引

く
と
、
朝
も
や
の
中
か
ら
「
大だ

い
せ
ん山

」

の
頂
が
観
え
て
き
た
。

　
大
山
は
中
国
地
方
の
最
高
峰

　
平
成
三
十
年
度
江
東
支
部
活
動

を
報
告
し
ま
す
。

　
五
月
十
九
日
支
部
総
会
開
催
の

為
の
拡
大
役
員
会
を
開
き
ま
し

た
。

　
五
月
二
十
六
日
会
計
監
査
を
辺

見
監
査
役
を
迎
え
、
会
計
内
容
を

精
査
し
て
い
た
だ
き
承
認
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
六
月
二
日
支
部
総
会
を
「
梅
よ

し
」
に
て
開
催
し
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
楽
し
く
会
食
を

参
加
者
で
行
な
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
八
日
忘
年
会
を
「
二
升

支
部
だ
よ
り

　
平
成
三
十
年
度
の
支
部
活
動

を
報
告
し
ま
す
。

　
五
月
二
日

　
執
行
部
会
決
算
監
査
役
員
会

　
六
月
十
六
日

ま
し
た
。
一
杯
千
円
は
高
く
な

い
か
な
…
。

　
店
内
の
窓
は
大
き
な
一
枚
ガ

ラ
ス
で
周
り
を
囲
わ
れ
美
し
い

庭
園
が
パ
ノ
ラ
マ
で
観
賞
で
き

ま
す
。

　
こ
の
様
に
こ
こ
の
庭
園
は
、

例
え
ば
金
沢
の
「
兼
六
園
」
み

た
い
に
庭
園
内
を
好
き
な
よ
う

に
歩
き
回
っ
て
観
賞
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
は
「
庭
園
も
ま
た
一
幅

の
絵
画
で
あ
る
」
と
い
う
信
念

の
も
と
、
館
内
の
窓
に
仕
掛
け

が
あ
り
「
生
の
額
絵
」
や
「
生

の
掛
軸
」
を
上
手
く
応
用
し
て

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
こ
こ
は
庭
園
ば
か
り
で

　
総
会
　
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川

　
七
月
二
十
日

　
支
部
会
　
本
部
暑
気
払
い
に

　
出
席

　
十
月
二
十
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
一
の
横

山
大
観
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
一
二
〇
点
ほ
ど
）
が
充
実
し
て

お
り
、
そ
の
他
に
も
近
代
化
日

本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、

院
展
作
家
を
中
心
と
し
た
現
代

日
本
画
、
北
大
路
魯
山
人
の
陶

芸
な
ど
魅
力
的
な
作
品
が
あ
り

ま
す
。

　「
足
立
美
術
館
」
の
創
設
者
、

こ
こ
地
元
の
出
身
者
、
実
業
家

の
足
立
全
康
氏
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
時
間
も
押
し
迫
っ
て

き
ま
し
た
。
次
の
目
的
地
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
出
雲

大
社
に
向
か
っ
て
。

（
一
七
九
二
ｍ
）、
日
本
百
名
山

の
一
つ
で
も
あ
る
、
郷
土
名
と

し
て
「
伯ほ

う
き耆

富
士
」
と
も
言
わ

れ
て
い
る
、
鳥
取
県
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
。

五
合
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
美

味
し
い
和
食
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ひ
さ
し
ぶ
り
に
全
員
参
加

に
な
り
楽
し
い
一
時
を
過
し
ま

し
た
。

　
翌
年
一
月
二
十
六
日
に
支
部

会
を
開
き
、
そ
の
後
「
磯
六
」

で
懇
親
会
を
行
な
い
、
美
味
し

い
魚
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
三
月
に
熱
川
方
面
で

支
部
旅
行
を
行
な
う
予
定
で
す
。

以
上
平
成
三
十
年
度
支
部
活
動

報
告
を
終
り
ま
す
。

飯
田
橋
支
部 

飯
田
橋
支
部
長

　又
野

　毅

江
東
支
部

　江
東
支
部
長

　大
川

　昌
治

城
東
支
部

　城
東
支
部
長

　稲
毛
田
宏
之

　
支
部
会
　
い
っ
さ

　
十
二
月
二
日

　
忘
年
会
　
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

　
三
月
九
日

　
支
部
会
　
ど
ん
平

　
理
事
長
ご
夫
妻
に
出
席
し
て

い
た
だ
い
た
忘
年
会
で
、
ホ
テ
ル

の
二
十
五
階
か
ら
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
見
る
と
、
そ
の
下
に
閑
散

と
し
た
浅
草
神
社
（
三
社
）
浅
草

寺
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

し
た
。
三
社
祭
の
日
曜
の
朝
六
時

頃
一
万
人
以
上
の
担
手
が
神
輿

の
棒
（
特
上
先
棒
）
を
取
り
合
っ

て
い
た
場
所
だ
と
思
う
と
、
少
し

意
味
は
違
う
の
で
す
が
、
松
尾
芭

蕉
が
平
泉
で
詠
ん
だ
『
夏
草
や
つ

わ
も
の
で
も
が
夢
の
跡
』
の
句
を

思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
本
社

神
輿
三
之
宮
（
一
〜
三
ま
で
あ
る
）

の
宮
出
の
発
進
の
瞬
間
の
写
真
で

す
。
私
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
り
ま

す
か
？
私
た
ち
の
会
祭
好
会
と
い

い
ま
す
が
約
百
名
で
参
加
し
て
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
三
十
年
度
城
北
支

部
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　
五
月
十
一
日

　
会
計
監
査
役
員
会
　
組
合
事
務

　
所

　
五
月
三
十
日

　
支
部
定
例
総
会
　
王
子
登
喜
川

　
七
月
二
十
日

　
本
部
支
部
合
同
会
　
丸
八
鮨

　
九
月
二
十
一
日

　
支
部
会
秋
の
懇
親
会
打
合
せ
　

　
さ
か
な
や
道
場

　
十
一
月
二
日

　
懇
親
会
夫
婦
同
伴  

王
子
登
喜
川

　
今
年
は
夫
婦
同
伴
で
近
場
で

美
味
し
い
物
を
食
べ
た
い
と
の
こ

と
で
鰻
屋
に
し
ま
し
た
。
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
ご
様
子
で
し

た
。
沢
山
ご
馳
走
が
出
た
せ
い
か

最
後
の
う
な
重
は
皆
様
お
持
ち

帰
り
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
や
は

り
お
年
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
？

　
今
年
は
、
渡
邊
和
博
様
が
支

部
長
と
し
て
若
い
パ
ワ
ー
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
本
部
・
支
部
運
営

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、

健
康
で
楽
し
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
支
部
活
動

　
五
月
十
八
日

　
支
部
総
会
　
池
袋
東
明
飯
店

　
七
月
二
十
日

　
本
部
暑
気
払
い
に
合
流
　
巣

　
鴨
　
丸
八
鮨
に
て
支
部
会

　
十
一
月
十
八
日

　
支
部
同
伴
食
事
懇
親
会
　
池

　
袋
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

　
ン
、
理
事
長
夫
婦
御
招
待

　
平
成
三
十
一
年
七
月
二
十
六

　
日

　
支
部
会
、
初
顔
合
せ
　
東
武

　
練
馬
は
な
び
し

　
本
年
は
五
月
よ
り
年
号
が
平
成

か
ら
新
し
い
年
号
に
変
り
気
分
一
新

と
は
い
か
ず
、
十
月
に
は
消
費
税
が

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
諸
物
価
の

値
上
が
り
が
早
々
と
始
ま
っ
て
い
る

様
で
す
。
海
外
の
国
に
比
べ
れ
ば

日
本
の
消
費
税
は
低
い
様
で
す
が

使
い
道
の
変
更
で
社
会
保
障
が
見

直
さ
れ
、
日
本
国
の
借
金
が
膨
ら

ん
で
財
政
が
危
な
い
状
況
、
子
育

世
代
へ
の
投
資
を
し
て
子
供
達
に

借
金
を
背
負
わ
せ
る
、
正
気
の
沙

汰
と
は
思
え
な
い
こ
ん
な
国
に
誰
が

し
た
と
、
成
ら
ぬ
様
願
い
ま
す
。

　
本
年
も
健
康
で
楽
し
く
過
ご

せ
る
様
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

城
西
支
部

　城
西
支
部
長

　古
川

　
　進

城
北
支
部

　城
北
支
部
長

　増
子

　裕
章

　
新
た
に
平
成
二
十
九
年
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
外
国

人
技
能
実
習
制
度
の
も
と
、
引

き
続
き
今
年
も
平
成
三
十
一
年

二
月
十
三
日
か
ら
五
社
十
三
名

の
技
能
実
習
生
を
受
入
れ
て
、

一
七
六
時
間
の
入
国
後
講
習
を

組
合
本
部
で
実
施
し
て
い
ま

す
。 外

国
人
技
能
実
習
生
受
入
事
業

外国人技能実習生受入の推移 受入企業と実習生数

第 一 期

第 二 期

第 三 期

第 四 期

第 五 期

第 六 期

第 七 期

第 八 期

第 九 期

第 十 期

第十一期

第十二期

第十三期

第十四期

第十五期

第十六期

第十七期

4社 12 人

6社 19 人

7社 20 人

10 社 32 人

10 社 32 人

9社 25 人

9社 25 人

8社 23 人

7社 16 人

6社 14 人

8社 19 人

8社 17 人

8社 15 人

7社 17 人

7社 14 人

6社 14 人

5社 13 人

社　　名
㈱ドウベル
中野縫製
中村ドレス㈱
㈱ファッションナカムラ
㈱福新ドレス
㈱ロング・ライフ
三好洋装㈱

合　　計

実習生数
4人
2人
8人
6人
8人
6人
6人
40人

（2019.2.15 現在）

木
村
保
男
コ
ラ
ム

　特
色
あ
る
組
合
づ
く
り
に

　
昭
和
三
十
年
代
、 

東
婦
組
合
は

社
員
訓
練
と
育
成
の
た
め
に
各
支

部
共
東
京
都
認
定
の
職
業
訓
練
校

の
運
営
を
や
っ
て
居
り
ま
し
た
。 

　
全
国
各
地
よ
り
入
社
す
る
新
入

社
員
は
職
業
訓
練
生
と
し
て
縫
製

実
技
は
職
場
内
で
服
飾
に
関
す
る

学
科
・
製
図
は
服
飾
系
専
門
学
校

で
学
ん
で
お
り
ま
し
た
。 

　
後
に
職
業
訓
練
法
が
制
定
さ
れ

技
能
と
能
力
検
定
を
身
に
つ
け
た

技
能
者
を
多
く
実
社
会
に
送
り
出

し
ま
し
た
。 

　
東
京
ア
パ
レ
ル
は
こ
れ
に
よ
り

素
晴
ら
し
い
華
が
開
き
ま
し
た
。 

　
縫
製
業
界
は
機
械
化
・
自
動
化

が
困
難
な
職
種
と
し
て
の
特
色
が

あ
り
、 

後
進
国
ま
た
は
人
件
費
の

安
い
国
へ
と
受
注
が
偏
り
ま
す
。 

　
世
界
的
に
み
て
も
東
南
ア
ジ
ア

等
や
や
後
進
国
の
産
業
と
見
ら
れ

る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

中
央
支
部

　木
村

　保
男
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第
八
回「
日
本
発
も
の
づ
く
り
提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

テ
ー
マ「
変
わ
ら
な
い
現
状
、何
を
変
え
る
か
！
」

貞
末
良
雄
委
員
長（
鎌
倉
シ
ャ
ツ
会
長
）の
基
調
講
演
か
ら
の
抜
粋

な
い
。
多
く
作
っ
た
分
及
び
売
れ

残
り
が
在
庫
と
な
り
経
営
を
圧
迫

す
る
、
そ
し
て
工
場
や
生
地
屋
さ

ん
に
行
っ
て
値
切
る
日
本
で
出
来

な
け
れ
ば
海
外
に
行
く
。
平
成
の

三
十
年
の
間
に
ア
パ
レ
ル
産
業
は
約

八
割
が
消
滅
し
て
い
る
、
工
場
も

か
つ
て
の
10
％
か
ら
５
％
し
か
残
っ
て

い
ま
せ
ん
し
ア
パ
レ
ル
も
無
く
な
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　「
そ
れ
で
も
ア
パ
レ
ル
に
頼
る
の

で
す
か
？
」

　
私
た
ち
の
会
社
は
一
九
九
三
年
に

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
の
モ

ノ
作
り
を
再
生
さ
せ
た
い
と
の
思
い

の
も
と
八
年
間
も
や
っ
て
き
ま
し
た

が
毎
年
毎
年
日
本
の
生
産
比
率
が

下
が
る
一
方
で
す
。
実
は
ア
パ
レ
ル

が
日
本
の
製
造
業
に
対
し
て
再
評

価
を
し
て
戻
っ
て
く
る
に
違
い
な
い

と
仮
定
し
た
事
が
そ
も
そ
も
の
間

違
え
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

　
ア
パ
レ
ル
は
非
常
に
悲
し
い
運
命

を
持
っ
た
構
造
体
で
す
。
何
故
な

ら
ば
百
着
売
る
た
め
に
は
そ
れ
よ

り
も
多
く
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ま
し
た
。

　
何
を
目
的
に
集
ま
る
の
か
、
何

が
し
た
い
の
か
、
こ
れ
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
答
は
一
つ
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の
「
場
」
を

作
る
こ
と
、
今
後
も
継
続
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次

回
は
東
京
ア
パ
レ
ル
ソ
ー
イ
ン
グ

工
業
組
合
の
皆
様
が
企
画
し
て
下

さ
い
ま
す
。
ま
た
違
っ
た
形
が
見

ら
れ
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

が
出
来
る
は
ず
だ
と
言
う
こ
と
だ
。

　
私
た
ち
が
お
付
き
合
い
し
て
い
る

工
場
さ
ん
た
ち
に
は
、
単
な
る
工
場

経
営
者
で
は
な
く
、
広
い
意
味
で

経
営
と
は
何
だ
と
言
う
と
こ
ろ
に
踏

み
込
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
私
は
い
つ
も
工
場
の
方
々
に
言
っ

て
い
る
が
サ
ッ
カ
ー
で
も
ワ
ー
ル
ド

チ
ー
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
世
界
に
は

勝
て
な
い
、
日
本
の
強
い
力
を
結
集

し
て
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
発
し

世
界
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
や
ら
な
け
れ
ば

事
は
は
じ
ま
ら
な
い
、
考
え
て
も
行

動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
、
変
わ
る
の
だ
と

言
う
強
い
気
持
ち
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

　
強
く
共
感
い
た
し
ま
す
。白

石
正
裕

〈
江
東
支
部
〉

三
好
洋
装
㈱
・
大
川
千
鶴
子
様

（
85
）
に
は
、
膵
臓
が
ん
の
た
め
平

成
三
十
年
十一月
七
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

〈
城
西
支
部
〉

㈲
ヤ
マ
ト
被
服
・
水
野
あ
き
子
様

（
97
）
に
は
、
心
不
全
た
め
平
成

三
十
年
六
月
二
十
三
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
逝
去
さ
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

　報

三
団
体
懇
談
会常務

理
事

　渡
邊

　和
博

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
二
回
目
と
な
る
三
団
体

揃
っ
て
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。
急
遽
決
め
た
狭
い
会
場
で
の

立
食
が
参
加
者
二
十
七
名
の
距
離

を
縮
め
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
と
何
よ
り
も
今
回
は
東
京
洋
装

協
同
組
合
の
皆
様
が
司
会
、
進
行

を
務
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
前
回

と
は
ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
を
感

じ
、
よ
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
中

国
で
売
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
先
ず
ア
メ
リ
カ
に
出
て
服
の
先

輩
た
る
国
で
メ
ー
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン

を
評
価
し
て
い
た
だ
き
そ
れ
か
ら

中
国
に
行
く
と
考
え
た
。
そ
し
て

Ｎ
Ｙ
（
ア
メ
リ
カ
）
で
は
評
価
の
高

い
成
績
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
。

　
中
国
で
は
全
く
知
名
度
が
無

か
っ
た
が
ア
リ
バ
バ
と
縁
を
持
ち
、

膨
大
な
量
を
販
売
で
き
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
多
く
の
消
費
が

あ
れ
ば
、
作
る
と
こ
ろ
に
も
投
資

人
材
育
成
部
セ
ミ
ナ
ー

常
務
理
事

　吉
田

　浩

　
今
期
も
引
き
続
き
常
務
理
事

（
人
材
育
成
担
当
）
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
、
城
西
支
部
の

吉
田
で
す
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ

な
点
や
行
き
届
か
ぬ
点
が
有
る

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
期
の
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

と
し
ま
し
て
、
日
本
ア
パ
レ
ル

ソ
ー
イ
ン
グ
工
業
組
合
連
合
会

（
ア
パ
工
連
）
が
平
成
三
十
年
六

月
に
リ
リ
ー
ス
致
し
ま
し
た『
縫

製
加
工
賃
交
渉
支
援
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
　A

C
C
T

シ
ス
テ

ム
』
の
説
明
会
を
平
成
三
十
年

七
月
二
十
五
日
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
組
合
外
も
含
め
総
勢

二
十
一
名
の
参
加
を
頂
き
、
講

師
の
ユ
カ
＆
ア
ル
フ
ァ
社
の
説

明
会
と
実
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
期
に
数
名
の
登
録
を
頂
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
登
録
は
し
た
け
れ

ど
「
な
か
な
か
う
ま
く
使
え
な

い
、
使
い
方
が
良
く
分
か
ら
な

い
」
と
の
ご
意
見
が
有
り
、
十

月
二
十
五
日
にA

C
C
T

シ
ス

テ
ム
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
品
番
の
入
力

か
ら
始
ま
り
、
絵
型
を
携
帯
写

メ
で
撮
っ
て
貼
り
付
け
、
各
種

係
数
の
入
力
と
工
程
の
選
び
方

な
ど
を
へ
て
、
交
渉
加
工
賃
を

参
加
者
自
身
が
算
出
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
得
た
こ

と
と
し
て
、
体
験
型
説
明
会
を

開
催
し
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
等
で
実
際
に
参

加
者
自
身
が
出
来
る
ま
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
重
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。
説
明
会
だ
け
に
留

ま
ら
ず
実
体
験
を
し
て
も
ら
い
、

そ
の
中
か
ら
何
か
を
得
て
頂
け

れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
様

に
、
少
し
で
も
良
か
っ
た
と
感

じ
て
頂
け
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程

を
お
願
い
致
し
ま
す
。


